人間は乗れないかもしれない…。 : Second Noah\u27s Ark(木材によるインスタレーション) by 南川 茂樹
岡山県立大学デザイン学部紀要 vol.2 No.1 
研究ノート
人聞は乗れないかもしれない…。




















しのままの空間である 。 広さは、間｜二17m奥行き 19m天
井高4 .5mという、個展会場としては、かなり広い空間
である 。 さらに、入口から 10m程のところにl.6111 11席の吹
き抜け部分がある。 これも、ここの空間の大きな要素と
なる 。 この空間を最大限に生かし、以下のコンセプ トの
下に木材によるインスタレーションを試みた。







































が、完全な形より 3枚分が省かれている 。 これは丁度、
ごの会場の吹き抜け部分に相当する 。 19 ・ 20 ・ 21枚目を、
空間とシンクロさせるために虚無のエリアにしたかった




く 。 さらに、虚無のエ リ アの床部分に、舟の断面を切り
取った際に出た端材を組み合わせることによってできた
人間の型を、横たわらせた。 その形状は、両手、両足を
拡げた形となり、舟から取り残されたことを意味する 。
この人型も、偶然の産物で、意図的に端材に手を加えた
り一切せずにできたものである 。 当初、何らかの形で人
型を配するつもりでいたが、 作為的になりすぎて完成間
際まで決まらずにいた。 それが完成と同時に、テーマで
ある「人間は乗れないかもしれない…。J に最も即した
かたちで表現できたことによ って、この作品にピリオド
を打つことができた。
